
市議会だより市議会だより

働く人シリーズ 27 環境センター職員
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埼玉県ふじみ野市議会

急がれる支援、水害への備えを急がれる支援、水害への備えを　　6p6p
台風第21号被害対策を集中審議台風第21号被害対策を集中審議    
子どもから高齢者まで誰もが子どもから高齢者まで誰もが
住みやすいまちづくりに向けて！住みやすいまちづくりに向けて！    総括質疑総括質疑　　2p2p

市政を問う！ 一般質問市政を問う！ 一般質問 18人が政策論議 18人が政策論議　8p　8p

　ガラス越しに見えるピット内は家庭ごみ…。

　クレーンを操縦してごみを均一にするのも大事な仕

事。ここは環境センターの中央制御室。24時間稼働の焼

却炉をモニターで監視する目は今日も真剣です。

 関連記事…14ページ
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英
語
必
修
化
に
伴
う

外
国
語
指
導
助
手
の
増
員

問　

事
業
の
内
容
は
。

答　

平
成
32
年
度
か
ら
５
、
６

年
生
で
行
わ
れ
て
い
る
外
国

語
活
動
が
教
科
と
し
て
新
設
さ

れ
、
３
、
４
年
生
で
は
必
修
化

さ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
平
成
30
年

度
か
ら
31
年
度
ま
で
を
移
行
期

間
と
し
、
５
、
６
年
生
は
年
間

50
時
間
、
３
、
４
年
生
は
年
間

15
時
間
実
施
す
る
。
授
業
数

増
加
へ
の
対
応
と
し
て
外
国
語

指
導
助
手
を
増
員
す
る
た
め
に

労
働
者
派
遣
契
約
を
変
更
す

る
。

婚
姻
届
を
提
出
し
た
方
向
け

記
念
撮
影
プ
レ
ー
ト

問　

設
置
の
場
所
と
周
知
方
法

は
。

答　

設
置
場
所
は
本
庁
市
民

課
、
大
井
総
合
支
所
市
民
総
合

窓
口
課
を
予
定
。
周
知
の
方
法

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
に
掲

載
す
る
ほ
か
本
庁
や
総
合
支
所

窓
口
で
の
案
内
を
予
定
し
て
い

る
。
併
せ
て
ふ
じ
み
ん
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

も
作
成
す
る
予
定
。

個
人
番
号
利
用
事
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

答　

一
部
の
事
務
手
続
き
に
つ

い
て
、
添
付
書
類
が
省
略
で
き

る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
取
得
す
る
と
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
子
育
て

等
に
関
す
る
手
続
き
を
検
索
で

き
る
。
将
来
的
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
上
の
手
続
き
も
可
能
に
な
る

な
ど
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

前
号
（
第
47
号
）
の
「
一
般
質

問
」
の
13
ペ
ー
ジ
上
段
に
掲
載

し
た
写
真
の
説
明
文
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
次
の

と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
大
井
浄
水
場
の
排
水
塔

（
正
）
大
井
浄
水
場
の
配
水
塔

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

長
寿
推
進
事
業

問　

か
み
ふ
く
お
か
西
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
介
護
予
防

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
の

意
義
は
。

答　

高
齢
者
の
介
護
予
防
推
進

の
た
め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に

伴
う
介
護
予
防
に
取
り
組
む
新

た
な
拠
点
と
し
て
（
仮
称
）
介

護
予
防
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
。

問　

設
置
後
の
事
業
概
要
は
。

答　

体
力
測
定
、
介
護
予
防
の

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
、
ふ
じ
み

ん
ぴ
ん
し
ゃ
ん
体
操
の
普
及
啓

発
、
地
域
で
実
施
さ
れ
る
介
護

予
防
の
支
援
や
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
、
介
護
予
防
に

関
す
る
情
報
発
信
等
を
予
定
し

て
い
る
。

子
育
て

ふ
れ
あ
い
広
場

問　

地
域
の
子
育
て
支
援
施
設

整
備
の
考
え
方
は
。

答　

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
は

子
育
て
世
代
が
利
用
す
る
支
援

拠
点
の
一
つ
で
あ
る
。
市
内
の

子
育
て
支
援
拠
点
は
現
在
11
ヵ

所
と
他
市
に
比
べ
る
と
充
実
し

て
い
る
。
来
年
度
は
、（
仮
称
）

大
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
市
内
の
子

育
て
支
援
拠
点
は
、
さ
ら
に
充

実
す
る
と
考
え
る
。

問　

今
後
の
利
活
用
は
。

答　

用
地
の
一
部
を
フ
ク
ト
ピ

ア
利
用
者
の
駐
車
場
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
隣
接
す
る
上
野
台
小
学

校
の
教
室
不
足
が
推
計
さ
れ
、

増
築
校
舎
の
建
設
や
公
園
緑
地

と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。

旧
上
福
岡
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
跡
地

　

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
台
風
第
21
号
に
関
す

る
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
の
報
告
や
災
害
見
舞
金
支
給

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
台
風
被
害
に
関
す
る
関
連
議
案

を
は
じ
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
、
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
な
ど
市

長
提
出
議
案
26
件
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
２
件
の
う
ち
１
件
の
意
見
書
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
平
成
2929
年年  

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

1

15

12

12

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
！

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
！

ふじみんぴんしゃん体操で元気な毎日を

本会議での質疑をまとめています。本会議での質疑をまとめています。

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青　

 

藍　

 

会　

加
藤 　

恵
一  

議
員

日
本
共
産
党　

新
井 　

光
男  

議
員

公 　

明 　

党　

伊
藤 

美
枝
子  

議
員

信 　

政 　

会　

鈴
木 

啓
太
郎  

議
員

3

総 括 質 疑提出議案と審議結果
◎全員賛成　○賛成多数　・否決

…　専決処分の承認　…………………………………

◎一般会計補正予算（第３号）

◎一般会計補正予算（第４号）

◎災害見舞金支給条例の一部改正

以上、承認

…　平成29年度補正予算　 …………………………

◎一般会計（第５号）

◎一般会計（第６号）

◎一般会計（第７号）

◎国民健康保険特別会計（第２号）

◎介護保険特別会計（第３号）

以上、可決

…　条例の制定　………………………………………

◎市立スポーツセンター条例

可決

…　条例の一部改正　…………………………………

◎ 個人番号の利用事務等に関する条例の一部改正

◎国民健康保険税条例の一部改正

◎市立デイサービスセンター条例の一部改正

◎市立放課後児童クラブ条例の一部改正

◎ ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部

改正

○都市公園条例の一部改正

◎災害見舞金支給条例の一部改正

以上、可決

…　契約の締結　………………………………………

◎ 上福岡清掃センター解体及び跡地整備工事請負変

更契約の締結

◎ 市立大井総合体育館大規模改修、武道館大規模改

修及び耐震補強工事請負変更契約の締結

以上、可決

…　人　　　事　………………………………………

◎ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについて

同意

…　そ　の　他　………………………………………

◎道路線の認定（3件）

◎市立上福岡駅西口駐車場の指定管理者の指定

◎市立子育てふれあい広場の指定管理者の指定

◎市立放課後児童クラブの指定管理者の指定

◎自転車駐車場等の指定管理者の指定

以上、可決

…　意　見　書　………………………………………

◎ 平成29年台風第21号による浸水被害に関する意

見書

可決

・地球温暖化防止の強化を求める意見書

否決
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　地方分権時代における自主的・自立的な議会のあり方と、議会の基本的な役割や組織、機能、権限等

を定めた「議会基本条例」を制定することで、より市民に身近で開かれた議会を目指します。

　平成 29 年９月定例会において「議会基本条例」

を制定するため、議会に関する条例の制定に向け

た特別委員会が設置されました。委員は各会派か

ら選出された５名の議員により構成されています。

　委員会の役割は、条例案の策定とそのための

調査研究や意見聴取等を行うことです。策定に当

たっては、今月に市民との意見交換会を行うほか、

４月にパブリックコメントを行う予定であり、市

民参加のもとに行います。

　平成 30 年６月定例会への議案上程を目指して

策定作業を進めていきます。

　議会のインターネット放映についてのルールの作成、YouTube（ユーチューブ）への動画の投稿方法・

課題などの検討、議員の継続的な ICT 研修などを行っていきます。

　議会 ICT 化推進会議では、議会のインターネット放映についてのルー

ルを要綱案としてまとめました。これから議長への報告を行う予定で

す。これと同時並行で YouTube への動画の投稿方法・課題などを実際

の作業を通じて検討しています。

　また、昨年 5 月から本会議、委員会においてタブレット端末が導入

されましたが、その後の利用状況について議員全員にアンケートを実

施しました。

　利用実態に応じた研修を行い、各議員がさらにタブレット端末を有

効活用できるようにし、情報公開、議会活性化を図ります。

議会基本条例の制定に向けて始動！

議会インターネット放映の実現に向けて

問　

新
た
な
減
免
の
対
象

は
18
歳
未
満
の
被
保
険
者

が
３
人
以
上
い
る
世
帯
の

納
税
義
務
者
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
所

得
要
件
は
あ
る
の
か
。

答　

子
育
て
支
援
施
策
と

い
う
観
点
か
ら
、
所
得
要

件
は
設
け
て
い
な
い
。

問　

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
18
歳

未
満
の
被
保
険
者
は
、
何

人
い
る
の
か
。

答　

２
５
７
６
人
と
な
っ

て
い
る
。

問　

３
人
目
か
ら
の
均
等

割
の
減
免
と
い
う
こ
と
だ

が
、
18
歳
未
満
全
員
を
減
免

の
対
象
と
す
る
こ
と
は
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

答　

す
べ
て
の
子
ど
も
の
均

等
割
の
減
免
は
、
国
民
健
康

保
険
の
広
域
化
と
と
も
に

国
は
導
入
を
検
討
し
て
い

る
と
聞
く
。
試
算
で
は
約

９
３
０
０
万
円
の
影
響
が
出

る
の
で
、
一
保
険
者
で
あ
る

市
の
保
険
税
収
入
で
は
、
賄

い
切
れ
な
い
。
国
、
県
に
は

要
望
し
て
い
き
た
い
。

多
子
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
世
帯
を
支
援

す
る
目
的
で
、
３
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
保
険
税
負

担
、
最
大
３
万
６
０
０
０
円
余
り
を
減
額
す
る
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
の
情
報
を
母
親
、
父
親
、
祖
父
母
が
共
有
し
、

子
育
て
と
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
る
母
親
の
負
担
を
少

し
で
も
和
ら
げ
、
家
族
で
と
も
に
子
育
て
を
楽
し
む

こ
と
を
目
的
に
子
育
て
応
援
手
帳
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の
委
員
会
審
査
で
、

雑
入
の
項
目
に
再
商
品
化
合
理
化
収
入
が
あ
り
、
こ

の
内
容
の
説
明
を
求
め
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
一
体

的
に
管
理
・
運
営
す
る
た
め
の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
受
益
者
負
担
の
考
え
か
ら
、
施
設
の
利
用
料

金
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

多子世帯を応援

総合体育館で行われたふれあいスポーツ大会ICT 研修会の様子

問　

作
成
の
目
的
は
。

答　

子
育
て
と
仕
事
に
孤
軍

奮
闘
し
て
い
る
母
親
の
負
担

が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
、
そ
し

て
こ
の
手
帳
を
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
父
親
や
祖
父
母
も
と

も
に
子
育
て
を
楽
し
む
中
か

ら
、
子
育
て
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問　

再
商
品
化
合
理
化
収
入

と
は
何
か
。

答　

今
回
約
１
２
０
０
万
円

の
増
額
補
正
を
し
た
が
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

公
益
財
団
法
人
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
分
別
の

精
度
が
良
い
と
評
価
さ
れ
、

収
入
が
得
ら
れ
た
と
い
う
内

容
で
あ
る
。

問　

市
民
の
分
別
の
努
力
の

問　

条
例
制
定
の
趣
旨
は
。

答　

総
合
体
育
館
を
中
心
と

す
る
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
整

備
と
併
せ
て
、
現
在
個
別
に

制
定
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
条
例
を
一
本
化
す

る
。
ま
た
、
運
動
指
導
室
を

上
野
台
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
と
し
、
指
定
管
理
者

に
よ
る
指
導
な
ど
一
体
的
に

管
理
す
る
。

問　

総
合
体
育
館
、
上
野
台

体
育
館
、
駒
林
体
育
館
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
状
況
は
。

答　

総
合
体
育
館
が
年
間
約

70
％
、
上
野
台
体
育
館
が
約

98
％
、
駒
林
体
育
館
も
同
じ

く
98
％
と
高
い
稼
働
率
と
な

っ
て
い
る
。

問　

読
ん
で
も
ら
う
た
め
の

工
夫
は
。

答　

周
知
方
法
と
し
て
は
、

市
報
、
県
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
子
育
て
タ
ウ
ン
ア
プ

リ
、
F
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用

す
る
。

　

ま
た
、
市
内
の
子
育
て
関

連
団
体
等
で
の
活
用
も
呼
び

か
け
る
。

結
果
が
、
こ
の
数
字
に
な
っ

て
表
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
良
い
か
。

答　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

ご
み
の
減
量
化
の
金
メ

ダ
ル
と
い
え
る
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
の
結
果
に

つ
い
て
掲
載
す
る
予
定
は
な

い
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報

等
に
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

議会基本条例に関する意見交換会

　議会基本条例案の説明の後に、市民の皆さんの

ご意見をいただき、意見交換を行います。

　ご参加をお待ちしています。

１日時　平成30年２月25日（日）午前の部=午前10時

　　　　～正午　午後の部＝午後２時～４時

　　　　（都合の良い回にご参加ください。）

２場所　市役所　本庁舎５階　全員協議会室

３内容　 初めに60分程度条例案を説明し、その後意

見聴取・意見交換を行います。

県
内
初
、
子
ど
も
３
人
目

か
ら
の
保
険
税
を
減
額

ご
み
分
別
を
す
す
め
た

市
民
の
成
果

子
育
て
応
援
手
帳
で

母
親
を
サ
ポ
ー
ト

利
用
し
や
す
い

 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

再
商
品
化
合
理
化
収
入

 

補
正
額
１
２
２
２
万
４
千
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策
事
業

 
補
正
額
１
３
１
万
２
千
円  

市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例

条例改正
全員賛成で可決

補正予算
全員賛成で可決

条例制定
全員賛成で可決

補正予算
全員賛成で可決

市内から集められた容器包装プラスチック



ふじみ野市議会だより第 48 号〔H30.2.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 48 号〔H30.2.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 48 号〔2017 年 12 月定例会〕ふじみ野市議会だより第 48 号〔2017 年 12 月定例会〕 67

意見書 【全員賛成で可決】
問　

元
福
岡
地
区
の
浸
水
被

害
の
原
因
は
。

答　

10
月
22
日
の
総
雨
量
が

１
４
８
mm
と
大
量
の
雨
が
降

っ
た
と
こ
ろ
に
、
23
日
深
夜

か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
新
河
岸

川
の
水
位
が
急
上
昇
し
た
た

め
、
江
川
流
域
都
市
下
水
路

の
樋ひ

門も
ん

が
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
雨
が
降
り
続
き
、
内

水
位
が
上
昇
し
被
害
が
発
生

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
川
越
市
と
設
置
す

る
第
三
者
検
証
委
員
会
で
検

証
す
る
。

問　

滝
、
中
丸
、
水
宮
、
川

崎
の
各
地
区
の
検
証
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

内
水
解
析
に
よ
る
分
析

を
行
い
、
浸
水
被
害
の
防
止

に
努
め
る
。

原
因
の
究
明
を

問　

災
害
対
策
本
部
は
い
つ

設
置
さ
れ
た
の
か
。

答　

台
風
の
接
近
に
備
え
、

前
日
の
10
月
21
日
か
ら
警
戒

体
制
を
取
り
情
報
収
集
に
努

め
て
い
た
。
台
風
が
勢
力
を

保
っ
た
ま
ま
接
近
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
早
期

に
非
常
体
制
に
移
行
し
、
22

日
午
後
３
時
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
た
。

問　

避
難
に
際
し
て
、
要
配

慮
者
へ
の
対
応
は
。

答　

10
月
22
日
午
後
２
時
30

分
に
上
福
岡
公
民
館
を
避
難

所
と
し
て
開
設
し
た
。
午
後

６
時
40
分
に
関
係
自
治
組
織

の
会
長
へ
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
防
災
行
政
無
線
で
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

を
発
令
し
、
避
難
を
呼
び
か

け
た
。

問　

設
備
等
の
ハ
ー
ド
面
で

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　

元
福
岡
地
区
に
つ
い
て

は
、
第
三
者
検
証
委
員
会
な

災
害
時
の
市
の

対
応
は

今
後
の
対
策
は

ど
の
意
見
を
基
に
浸
水
対
策

案
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
江
川
流
域
都
市
下
水

路
か
ら
直
接
、
新
河
岸
川
に

排
水
で
き
る
よ
う
な
ポ
ン
プ

施
設
や
調
整
池
の
築
造
な
ど

を
県
や
国
と
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

　

滝
、
中
丸
地
区
に
つ
い
て

は
、
新
河
岸
川
に
接
続
し
て

い
る
雨
水
幹
線
の
ポ
ン
プ
ゲ

ー
ト
を
改
良
し
、
排
水
能
力

を
強
化
し
て
い
く
。

　

水
宮
、
川
崎
地
区
に
つ
い

て
は
、
臨
時
ポ
ン
プ
の
保
有

数
を
増
や
し
、
緊
急
時
の
ポ

ン
プ
設
置
箇
所
の
増
加
を
検

討
し
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を

図
る
。
ま
た
福
岡
江
川
雨
水

幹
線
の
上
流
域
に
今
後
も
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
を
設
置
す

る
。

問　

浸
水
住
宅
排
水
処
理
費

補
助
金
に
つ
い
て
限
度
額
を

３
万
円
ま
た
は
請
求
金
額
の

２
分
の
１
と
し
た
根
拠
は
。

答　

ベ

※

タ
基
礎
の
一
部
を
壊

し
排
水
す
る
ケ
ー
ス
は
約

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

 

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

ベ
タ
基
礎
等
の
床
下
浸
水

の
排
水
費
用
の
一
部
助
成

９
万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
一
方
で
排
水
費
用
が

約
１
万
円
で
済
ん
だ
ケ
ー
ス

も
あ
り
様
々
で
あ
る
。

問　

２
ヵ
年
の
継
続
事
業
で

あ
る
。
完
成
時
期
は
。

答　

平
成
30
年
の
台
風
の
時

期
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
考

え
て
い
る
。

問　

排
水
能
力
は
。

滝
ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
増
設
工

事
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を

答　

１
分
間
当
た
り
60
㎥
を

排
水
で
き
る
。

問　

今
回
の
滝
、
中
丸
地
区

の
浸
水
量
は
。

答　

今
後
、
内
水
解
析
を
行

う
。

問　

内
水
解
析
が
完
了
し
て

い
な
い
段
階
で
、
予
算
計
上

す
る
理
由
は
。

答　

ゲ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
特
注

品
で
納
品
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
。
そ
の
た
め
、
内
水
解

析
と
並
行
し
、
県
と
の
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

問　

災
害
見
舞
金
が
旧
来
の

４
万
円
か
ら
７
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
床
上
浸
水
の
被

災
者
へ
支
給
さ
れ
る
。

　

床
下
浸
水
の
被
災
者
へ
支

給
す
る
考
え
は
。

答　

現
在
、
全
国
的
に
床
下

浸
水
の
被
災
者
へ
の
見
舞
金

を
支
給
し
て
い
る
事
例
が
な

い
。

災
害
見
舞
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正

 

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

見
舞
金
を
７
万
円
に

引
き
上
げ

　定例会の最終日、議員提出議案とし

て「平成29年台風第21号による浸水被

害に関する意見書」が提出され、審議

の結果全員賛成で可決されました。

　意見書の内容は、先般の台風による

浸水被害者への支援や被害からの復

旧・復興事業に対する財政支援、そし

て新河岸川の河川整備の推進などにつ

いて、国からの支援を求める内容にな

っています。

　意見書は平成29年12月15日付けで

国の関係省庁に送付しました。

● 意見書の全文は市議会ホームページ

または議会図書室で閲覧することが

できます。

● ホームページへのアク

セスはこちらのQRコー

ドから。

急
が
れ
る
支
援
、水
害
へ
の
備
え
を

　

平
成
29
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
第
21
号
は
、
本
市
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
市
議
会

は
、
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
台
風
第
21
号
に
よ
る
本
市
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
の
報
告
、

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
及
び
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
被
災
者
を
支
援
す
る
た

　

市
内
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
災
害
見
舞
金
支
給
条
例

め
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
、
災
害
見
舞
金
支
給
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

の
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

早
期
の
復
旧
と
今
後
に
向
け
た
万
全
な
備
え
を

― 

報
告
第
26
号　

台
風
第
21
号
に
よ
る

 

本
市
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て 

―

◆
報
告
第
26
号
に
対
す
る
質
疑

青　

藍　

会　

大
築　
　

守 

議
員

青　

藍　

会　

山
田　

敏
夫 

議
員

日
本
共
産
党　

床
井　

紀
範 

議
員

公　

明　

党　

川
畑　

京
子 

議
員

信　

政　

会　

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

信　

政　

会　

谷　
　

新
一 

議
員

無　

所　

属　

民
部　

佳
代 

議
員

浸
水
被
害
の
被
災
者
へ
の
支
援
策

復旧・復興への後押しを国へ要望

※ベタ基礎：建物の底板一面を鉄筋コンクリートで支える基礎

元福岡地区に隣接する江川流域都市下水路も
大きな被害を受けた

浸水被害を受けた元福岡地区

滝、中丸地区の被害状況

水宮地区の被害状況
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市政を問う！
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、18人の議員が一

般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての質問と回答は市議

会ホームページの会議録で閲覧できます。（２月下旬掲載予定）一般質問

問　

子
ど
も
の
貧
困
の
実

態
把
握
は
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
か
。

答　

生
活
状
況
へ
の
調
査

か
ら
、
生
活
困
難
を
抱
え

る
世
帯
の
子
ど
も
は
、
経

済
的
困
窮
だ
け
で
な
く
、

学
習
へ
の
影
響
、
心
身
の

不
調
、
自
己
肯
定
感
の
喪

失
な
ど
を
伴
い
、
ま
た
保

護
者
に
は
病
気
や
Ｄ
Ｖ
被

害
が
あ
る
な
ど
包
括
的
な

支
援
を
必
要
と
す
る
等
の

分
析
を
重
ね
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
実
施
の
体
制
を

つ
く
っ
て
い
く
。

問　

貧
困
の
状
態
に
あ
る

子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い

て
学
校
現
場

と
は
ど
の
よ

う
な
連
絡
体

制
が
で
き
て

い
る
の
か
。

答　

福
祉
総

合
支
援
チ
ー

福
祉
、
教
育
の
連
携
を

問　

高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
交
流
す
る

「
多
世
代
交
流
型
サ
ロ
ン
」

を
今
後
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
く
の
か
。

答　

こ
れ
か
ら
設
置
す
る

（
仮
称
）
介
護
予
防
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
取
り
組
み
を

地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　

経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
方
に
対

す
る
高
校
・
大
学
へ
の
入

学
準
備
金
と
奨
学
金
貸
付

制
度
の
拡
充
は
。

答　

今
後
は
、
市
が
直
接

学
習
支
援
の
充
実

ム
が
担
当
す
る
案
件
に
つ

い
て
、
チ
ー
ム
が
要
請
す

る
と
教
育
委
員
会
も
協
力

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
連
携
は
緊
密
に
な
さ

れ
て
い
る
。

問　

大
地
震
発
生
時
の
木

造
住
宅
密
集
地
域
の
火
災

対
策
と
し
て
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
助
成
を
進
め
て
は
。

答　

地
震
発
生
後
の
二
次

被
害
対
策
と
し
て
一
定
の

評
価
を
得
た
製
品
と
捉
え

て
い
る
の
で
、
様
々
な
機

関
の
推
奨
事
例
を
検
討
し

て
い
く
。

地
震
火
災
を
防
ぐ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

貸
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金

の
融
資
を
受
け
返
済
し
た

方
に
対
し
て
市
が
利
子
補

給
す
る
方
式
に
変
更
し
て

所
得
要
件
の
緩
和
等
、
よ

り
役
立
つ
制
度
に
し
て
い

き
た
い
。

問　

農
家
の
協
力
を
得
て

菜
の
花
な
ど
を
楽
し
め
る

景
観
づ
く
り
を
し
て
は
ど

う
か
。

答　

国
の
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
な
ど
の
制
度
を

活
用
し
て
実
現
し
て
い
き

た
い
。

農
地
の
活
用
を

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

い
か
に
進
め
る
か

鈴
木　

啓
太
郎 

議
員

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

山
田　

敏
夫 

議
員

問　

禁
煙
に
対
す
る
情
報

提
供
、
禁
煙
治
療
の
助
成

な
ど
対
策
を
行
え
な
い
か
。

答　

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

問　

公
共
施
設
内
は
禁
煙

だ
が
、
入
り
口
付
近
の
喫

煙
所
で
受
動
喫
煙
す
る
。

敷
地
内
に
閉
鎖
さ
れ
た
喫

煙
ブ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど

分
煙
対
策
を
。

答　

喫
煙
場
所
を
工
夫
し

た
い
。

問　

文
化
の
主
役
は
行
政

で
は
な
く
市
民
。
実
行
委

員
会
形
式
で
文
化
活
動
を

行
う
団
体
に
助
成
を
。

答　

具
体
的
に
検
討
し
た

い
。

問　

痴
漢
被
害
は
オ
ー
プ

ン
に
な
ら
な
い
が
、
実
際

は
交
通
事
故
よ
り
多
い
。

市
民
の
力
で
文
化
振
興

子
ど
も
を
痴
漢
被
害

か
ら
守
る

問　

常
勤
の
保
育
士
に
一

人
当
た
り
月
１
万
４
４
０

０
円
、
臨
時
の
保
育
士
に
月

７
２
０
０
円
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
保
育
士

の
人
材
確
保
、
処
遇
改
善
策

に
つ
い
て
の
更
な
る
打
ち

手
は
。

答　

認
可
保
育
園
へ
の
土

地
賃
借
料
の
助
成
を
引
き

続
き
行
う
。

問　

市
内
に
は
、
定
員
の

１
２
０
％
ほ
ど
ま
で
頑
張

っ
て
く
れ
て
る
保
育
園
も
あ

る
。
既
存
の
保
育
園
の
受
入

人
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

答　

現
実
的
に
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
。

問　

保
育
園
に
通
っ
て
い

る
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
時

に
会
社
を
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
病
児
保

育
の
拡
充
は
。

病
児
保
育
の
拡
充

人
の
目
で
守
る
た
め
交
通

量
の
多
い
道
も
通
学
路
に

す
る
な
ど
見
直
し
を
。

答　

交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
現
在
よ
り
も
見
守
り

が
必
要
に
な
る
の
で
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

問　

教
材
が
重
く
身
体
へ

の
負
担
も
大
き
い
。
購
入

の
基
準
が
必
要
で
は
。

答　

各
校
の
実
態
に
応
じ

て
選
定
し
て
い
る
。

小
・
中
学
生
の
副
教
材

答　

拡
充
は
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
児
童
、
他
の

園
児
、
家
族
、
保
育
士
へ

の
発
症
予
防
な
ど
の
相
乗

効
果
が
あ
る
。
65
歳
以
上

の
方
は
、
１
０
０
０
円
の

自
己
負
担
で
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
欠

く
。
市
の
考
え
は
。

答　

研
究
す
る
。

問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

撮
っ
た
受
給
資
格
証
の
画

像
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答　

検
討
す
る
。

未
就
学
児
及
び
保
育
士

へ
の
予
防
接
種
の
助
成

子
ど
も
医
療
費
の
受
給
資

格
証
を
電
子
デ
ー
タ
で

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
ば
こ
対
策

民
部　

佳
代 

議
員

保
育
士
の
人
材
確
保
、処
遇
改
善
策

渡
辺　

大 

議
員

問　

こ
の
道
路
は
、

大
井
弁
天
の
森
と

の
間
を
通
り
大
井

分
館
を
過
ぎ
る
と

幅
員
が
４
m
を
切

る
狭
い
坂
道
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、

車
の
す
れ
違
い
時

な
ど
に
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
て
い
る
が
、

道
路
改
良
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　

道
路
整
備
に

は
、
境
界
確
定
と
道
路
の

後
退
や
道
路
構
造
等
の
課

題
も
あ
る
の
で
、
今
後
、

交
通
量
を
考
慮
し
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

問　

第
３
期
障
が
い
者
基

本
計
画
の
施
策
体
系
の
中

で
、
手
話
言
語
条
例
を
周

知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
条
例
の
第
４

条
で
は
、
５
つ
の
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

手
話
言
語
条
例
の

施
策
展
開
は

問　

市
役
所
で
届
出
挙
式

を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

市
の
イ
ベ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
数
組
限
定
で
行

う
な
ど
、
他
市
事
例
を
参

考
に
効
果
的
な
実
施
方
法

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問　

ゾ
ー
ン
30
の
今
後
の

計
画
は
。

答　

市
内
で
は
、
す
で
に

3
つ
の
区
域
で
指
定
さ
れ
、

平
成
29
、
30
年
度
で
新
た

に
駒
西
小
学
校
周
辺
区
域

が
指
定
さ
れ
る
計
画
で
あ

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

地
域
の
交
通
状
況
を
勘
案

交
通
安
全
対
策
の

更
な
る
向
上
に
向
け
て

進
す
る
責
務
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策

展
開
は
。

答　

言
語
と
し
て
の
手
話

を
容
易
に
使
用
で
き
、
意

思
疎
通
が
図
ら
れ
る
よ
う

周
知
に
努
め
、
手
話
へ
の

理
解
が
深
め
ら
れ
る
環
境

整
備
を
行
う
。
ま
た
、
条

例
の
定
め
る
５
つ
の
施
策

推
進
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
項
目
に
応
じ

た
具
体
的
な
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
い
く
。

し
、
県
警
等
関
係
機
関
と

ゾ
ー
ン
30
区
域
の
拡
大
に

向
け
調
査
・
検
討
し
て
い

く
。

問　

ふ
じ
み
野
市
Ｐ
Ｒ
大

使
ふ
じ
み
ん
の
デ
ザ
イ
ン

や
指
定
避
難
場
所
な
ど
を

記
載
し
た
街
区
表
示
板
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ふ
じ
み
ん
や
指
定
避

難
場
所
を
記
載
す
る
こ
と

は
、
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
劣
化
が
進
ん
で

お
り
付
け
替
え
も
検
討
し

て
い
る
の
で
新
た
に
作
成

す
る
際
は
、
提
案
を
参
考

に
す
る
。

地
区
に
愛
着
を
も
て
る

ま
ち
づ
く
り

大
井
分
館
前
道
路
の

狭
あ
い
部
分
の
改
善
を西　

和
彦 

議
員

結
婚
す
る
な
ら
ふ
じ
み
野
市
役
所

で
届
出
挙
式
を

加
藤　

恵
一 

議
員

介護予防センターに変わる
かみふくおか西デイサービスセンター

スマートフォンで撮った
電子データの受給資格証

感震ブレーカー

大井分館前の狭あい部分

街区表示板
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問　

市
の
い
じ
め
の
現
状
や

対
応
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
い
じ
め

認
知
件
数
は
小
学
校
６
９
０

件
、
中
学
校
94
件
。
主
に
冷

や
か
し
、
か
ら
か
い
、
悪
口

等
が
多
い
。
い
じ
め
は
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
起
こ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
き
め
細
か

に
把
握
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

市
で
は
い
じ
め
問
題
対
策

委
員
会
を
開
催
し
、
情
報
共

有
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

未
然
防
止
に
向
け
、
子
ど
も

の
心
に
寄
り
添
う
対
応
を

し
、
早
期
発
見
・
解
決
に
努

め
て
い
く
。

問　

い
じ
め
、
不

登
校
や
自
殺
の
未

然
防
止
な
ど
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
無
料
通

信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
子
ど
も
悩
み

相
談
に
活
用
で
き

な
い
か
。

新
た
な
相
談
体

制
の
構
築
を

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
に
伴
い
、
若
年
層
が
利
用

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
圧
倒

的
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談

体
制
の
構
築
を
行
う
こ
と
は

国
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
文
字
や
絵
文
字
で
の
や

り
取
り
に
つ
い
て
相
談
員
が

子
ど
も
の
気
持
ち
を
誤
解
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
十
分
に
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
支
援
を

川
畑　

京
子 

議
員

マ
ン
シ
ョ
ン
の

老
朽
化
問
題
へ
の
対
応

床
井　

紀
範 

議
員

問　

上
福
岡
駅
前
の
公
設
喫

煙
所
の
撤
去
を
。

答　

平
成
24
年
に
上
福
岡
駅

周
辺
を
路
上
喫
煙
禁
止
区
域

に
指
定
し
た
。
路
上
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
に
駅
周
辺
で

迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
場
所
を

喫
煙
所
と
し
た
の
で
、
存
続

さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　

障
が
い
者
の
働
く
場
所

の
確
保
な
ど
、
市
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答　

特
別
支
援
学
校
の
高
校

生
を
実
習
生
と
し
て
市
役
所

障
が
い
者
の
雇
用
拡
大

で
受
け
入
れ
た
実
績
が
あ

る
。
ま
た
、
障
が
い
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
の
登
録
者

２
１
８
人
の
う
ち
、
１
２
０

人
が
就
労
し
て
お
り
、
平
均

勤
続
年
数
は
３
年
７
ヵ
月
と

な
っ
て
い
る
。

問　

運
転
免
許
証
自
主
返
納

者
へ
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
利
用

の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

答　

現
状
で
は
考
え
て
い
な

い
。

問　

下
水
の
逆
流
な
ど
で
ト

イ
レ
や
浴
室
が
使
用
で
き
な

い
と
き
の
支
援
は
。

答　

防
災
倉
庫
に
簡
易
ト
イ

レ
の
備
蓄
を
し
て
い
る
が
、

家
庭
で
の
備
蓄
も
啓
発
し
た

い
。
入
浴
は
長
期
避
難
の
場

合
、
既
存
施
設
の
活
用
も
含

め
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
。 高

齢
者
に
外
出
支
援
を

災
害
時
の
入
浴
や

ト
イ
レ
対
応

受
動
喫
煙
さ
せ
な
い
取
り
組
み

伊
藤　

初
美 

議
員

交差点の改良対策を上福岡公民館前の平和像

駒西小学校東側のガードレール

問　

大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
は
県
平
均
の
受

診
率
よ
り
も
低
い
。
向
上
へ

の
取
り
組
み
は
。

答　

胃
が
ん
検
診
は
他
と
比

較
し
て
も
受
診
率
が
低
い
。

胃
内
視
鏡
検
査
の
ス
タ
ー
ト

を
平
成
30
年
度
か
ら
検
討
し

て
い
る
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
予
定

は
。

答　

胃
内
視
鏡
検
査
は
50
歳

以
上
が
対
象
で
、
２
年
に
１

回
の
受
診
と
な
る
。

問　

乳
が
ん
検
診
を
集
団
と

個
別
検
診
の
選
択
制
に
。

答　

導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

問　

乳
房
超
音
波
検
査
の
導

入
を
。

答　

研
究
し
て
い
く
。

問　

見
守
り
シ
ー
ル
を
身
の

回
り
品
に
付
け
、
発
見
者
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取

る
こ
と
で
介
護
者
と
直
接
連

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
徘は

い

徊か
い

す

る
高
齢
者
を
早
期
発
見

絡
が
取
れ
る
。
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
が
導
入
は
。

答　

先
進
事
例
を
調
査
し
検

討
す
る
。

問　

駒
西
小
学
校
東
側
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
移
設
し
自

転
車
の
安
全
を
。

答　

自
転
車
の
安
全
確
保
に

向
け
て
移
設
等
を
検
討
す

る
。

問　

駒
林
地
区
の
県
道
交
差

点
に
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号

機
の
設
置
を
。

答　

東
入
間
警
察
署
に
要
望

す
る
。

交
通
安
全
対
策
の

取
り
組
み
を

問　

築
40
年
を
超
え
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
全
国
で
約
51
万
戸

（
平
成
27
年
）
で
、
今
後
は

急
速
に
増
加
す
る
と
の
見
込

み
で
あ
る
。
市
の
総
住
宅
戸

数
と
マ
ン
シ
ョ
ン
戸
数
及
び

そ
の
割
合
は
。

答　

課
税
情
報
で
は
総
住
宅

戸
数
は
約
５
万
５
０
０
０

戸
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
約

７
２
０
０
戸
。
そ
の
割
合
は

約
13
％
に
な
っ
て
い
る
。

問　

管
理
組
合
の
状
況
把
握

は
。

答　

管
理
組
合
の
有
無
は
把

握
し
て
い
る
が
、
状
況
把
握

の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

相
談
体
制
は
、
毎
月
、
県
の

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
相
談
会
を
行
っ

て
い
る
。

問　

身
近
な
人
権
問
題
を
含

め
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
、

平
和
な
社
会
を
い
か
に
構
築

し
て
い
く
か
が
重
要
。
市
内

の
小
中
学
校
に
お
け
る
平
和

教
育
の
取
り
組
み
の
状
況

は
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
は

社
会
科
の
み
な
ら
ず
、
道
徳

や
特
別
活
動
等
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
平
和
へ
の
理

解
を
深
め
、
意
識
を
高
め
て

い
け
る
よ
う
に
学
校
を
指
導

し
て
い
く
。

平
和
行
政
の
拡
充

問　

子
ど
も
の
貧
困
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
中
、
子
ど
も
食
堂
は
、

貧
困
対
策
の
一
つ
と
し

て
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
。
事
業
団
体
の
育
成

方
針
は
。

答　

現
在
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
子
ど

も
食
堂
の
よ
う
な
「
食
」

を
通
し
て
支
援
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
各

地
域
の
状
況
を
踏
ま

え
、
市
と
し
て
検
討
し

た
い
。

問　

子
ど
も
食
堂
の
財
源
的

な
支
援
の
考
え
方
は
。

答　

事
業
主
体
や
運
営
形

態
、
食
材
や
衛
生
面
な
ど
の

課
題
を
考
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問　

企
業
立
地
に
伴
う
周
辺

道
路
の
交
通
量
の
推
計
と
安

全
対
策
は
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
企
業
立
地
と
安
全
対
策

答　

立
地
企
業
の
車
両
は
、

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
大
き
な
交
通
量
の
影
響

は
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。
安

全
対
策
は
、
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野

東
部
第
一
共
販
セ
ン
タ
ー
前

の
交
差
点
改
良
を
含
め
、
三

芳
町
と
協
議
し
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
の
推
進

新
井　

光
男 

議
員

問　

生
産
者
の
ニ
ー
ズ
に
マ

ッ
チ
す
る
よ
う
な
補
助
対
象

事
業
や
補
助
対
象
者
の
拡
大

を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

今
年
度
か
ら
導
入
し
た

農
業
生
産
改
善
事
業
補
助
金

は
、
中
心
的
担
い
手
農
家
を

育
成
す
る
効
果
も
期
待
で
き

る
。

問　

農
地
の
多
面
的
機
能
を

活
用
し
た
保
全
策
は
。

答　

災
害
時
に
市
民
の
一
時

避
難
場
所
や
資
材
置
き
場
等

に
利
用
す
る
。
防
災
協
力
農

地
登
録
制
度
も
市
街
地
で
は

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
今
後
検
討
す
る
。

問　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
東
部
第

一
共
販
セ
ン
タ
ー
前
交
差
点

の
改
良
、
大
井
中
学
校
前
を

通
る
道
路
の
線
形
改
良
に
つ

い
て
、
三
芳
町
と
の
協
議
は

進
ん
で
い
る
か
。

答　

当
初
三
芳
町
の
計
画
で

は
右
折
帯
は
な
か
っ
た
。
市

よ
り
右
折
帯
の
設
置
を
要
望

し
、
協
議
中
で
あ
る
。

問　

広
域
的
な
都
市

計
画
と
の
連
携
は
。

答　

２
市
１
町
で
は

入
間
東
部
都
市
計
画

研
究
会
を
設
置
し
、

連
絡
・
調
整
を
し
て

い
る
。
三
芳
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
に

つ
い
て
も
連
絡
・
調

整
を
行
っ
て
い
く
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
整
備
は

都
市
農
業
の
振
興

有
山　

茂 

議
員

が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
を
目
指
し
て

伊
藤　

美
枝
子 

議
員

上福岡駅前の指定喫煙所
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問　

合
併
後
に
機
能
が
縮
小

さ
れ
た
大
井
総
合
支
所
を
実

質
的
な
総
合
支
所
に
す
る
た

め
の
方
策
は
。

答　

市
民
相
談
体
制
を
整
備

す
る
な
ど
、
窓
口
業
務
を
拡

充
し
て
き
た
。
今
後
も
支
所

機
能
の
充
実
と
庁
舎
間
の
交

通
の
便
の
確
保
に
努
め
る
。

問　

調
整
池
な
ど
の
計
画
的

整
備
を
図
り
、
低
い
土
地
に

雨
水
を
集
中
さ
せ
な
い
対
策

を
。 低

い
土
地
の
浸
水
対
策

な
る
。
関
係
の
整
理
は
。

答　

役
割
が
関
連
す
る
部
分

が
あ
る
の
で
、
多
機
関
協
働

に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
の

中
で
検
討
を
行
う
。

問　

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
育
成
に
留
ま

ら
ず
、
そ
こ
か
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き

る
体
制
を
。

答　

介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
や
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

様
々
な
事
業
で
活
躍

で
き
る
よ
う
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
。

問　

総
合
管
理
方
針
や
個
別

の
施
設
計
画
も
必
要
で
は
。

答　

他
市
の
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

そ
の
先
を
見
据
え
て

今
後
の
公
共
施
設
の

あ
り
方
は

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

谷　

新
一 

議
員

問　

県
内
で
は
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
が
4
自
治
体
で

制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の

考
え
は
。

答　

県
内
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
、
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
の
在
り
方
を
考
え
て
い

く
中
で
検
討
す
る
。

問　

警
察
、
犯
罪
被
害
者
援

助
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
、

情
報
共
有
は
。

答　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
は
、

東
入
間
警
察
署
等
と
情
報
共

有
を
図
り
連
携
・
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
る
。
他
の
犯

罪
被
害
者
支
援
に
つ
い

て
も
当
事
者
の
状
況
に

応
じ
て
警
察
、
関
係
機

関
等
と
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

問　

災
害
時
に
お
け
る

防

※

災
士
と
の
連
携
の
在

り
方
は
。

答　

今
後
、
懇
談
会
等

を
実
施
し
、
意
見
交
換

防
災
士
と
の
連
携

等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問　

交
通
事
故
や
事
件
等
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
取

り
組
み
は
。

答　

各
小
学
校
の
防
犯
会
議

で
地
域
の
方
と
情
報
共
有
を

図
り
、
一
律
の
安
全
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
で
は
な
く
、

各
校
の
実
態
に
応
じ
た
活
動

内
容
の
共
通
理
解
を
推
進
し

て
い
く
。

地
域
の
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

問　

３
階
建
て
建
物
へ
の
送

水
対
応
の
課
題
は
。

答　

市
内
に
は
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
が
多
く
残
り
、
現
在
は

増
圧
ポ
ン
プ
の
設
置
を
認
め

て
い
な
い
。
今
後
、
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
の
更
新
状
況
等
を

踏
ま
え
許
可
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

問　

高
齢
世
帯
へ
の
サ
ポ
ー

ト
等
の
可
能
性
は
。

答　

市
で
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
所
有
者
や
管
理
者
の
駆

除
が
期
待
で
き
な
い
ケ
ー
ス

な
ど
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

図
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　

災
害
派
遣
ト
イ
レ
の
有

効
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

可
搬
性
ト
イ
レ
の
設
備

導
入
は
一
定
の
有
効
性
が
認

め
ら
れ
る
。
平
時
に
も
市
の

蜂
や
蛇
な
ど
の
対
策
の

現
状
と
今
後
の
展
望

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
災
害
派
遣
ト
イ
レ
を

イ
ベ
ン
ト
や
他
市
町
村
の
災

害
派
遣
な
ど
様
々
な
分
野
で

活
用
で
き
る
。

問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
免
許
証
自
主
返
納
時
に

電
動
自
転
車
の
購
入
補
助
を

し
て
、
健
康
増
進
と
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
は
。

答　

高
齢
者
へ
の
健
康
増

進
、
地
域
活
性
化
の
観
点
で

は
有
効
な
策
と
考
え
る
が
、

安
全
面
で
の
課
題
が
あ
る
。

免
許
証
自
主
返
納
者
に

健
康
増
進
事
業
を

水
道
事
業
に
お
け
る

送
水
能
力
改
善
で
変
わ
る
ま
ち

島
田　

和
泉 

議
員

問　

福
バ
ル
と
の
連
携
を
。

答　

福
バ
ル
の
チ
ラ
シ
等
に

元
気
・
健
康
メ
ニ
ュ
ー
の
協

力
店
と
明
示
を
す
る
等
、
周

知
及
び
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。

問　

本
庁
舎
の
地
下
食
堂
で

の
実
施
は
。

答　

検
討
し
た
い
。

問　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
発
掘

や
事
業
者
へ
の
つ
な
ぎ
等
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
が
重

過
不
足
な
い

地
域
福
祉
の
進
展
を

元
気
・
健
康
メ
ニ
ュ
ー
の

認
知
度
向
上
を

小
林　

憲
人 

議
員

問　

新
河
岸
川
の
排
水
規
制

が
あ
る
と
ポ
ン
プ
排
水
は
、

大
量
降
雨
時
に
は
機
能
し
な

い
。
用
水
路
の
活
用
や
調
整

池
の
確
保
で
、
浸
水
を
最
小

限
に
抑
え
る
対
策
を
。

答　

こ
れ
か
ら
明
ら
か
に
な

る
内
水
解
析
の
結
果
を
見
極

め
、
考
え
た
い
。

問　

平
成
28
年
12
月
議
会
の

福
岡
江
川
北
側
の
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
の
整
備

答
弁
で
は
、
福
岡
江
川
上
流

部
の
西
鶴
ケ
岡
で
、
貯
留
浸

透
施
設
の
整
備
や
貯
留
浸
透

ま
す
の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
調
整
池
と
同
様
の
効
果

が
期
待
で
き
る
、
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
台
風
第
21
号
の

よ
う
な
大
量
降
雨
で
は
、
谷

田
橋
北
側
の
田
ん
ぼ
に
雨
水

が
流
れ
込
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
こ
の
地
域
に
も
調
整

池
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

こ
れ
か
ら
内
水
解

析
を
行
う
の
で
、
調
整

池
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
は
回
答
で
き
な
い
。

問　

他
自
治
体
で
実
施

し
て
い
る
よ
う
に
、
防

災
無
線
の
内
容
が
わ
か

る
防
災
無
線
受
信
機
の

戸
別
給
付
を
。

答　

価
格
な
ど
課
題
が

多
く
、
実
施
は
困
難
と

考
え
る
。

防
災
無
線
受
信
機

の
支
給
を

滝
、
中
丸
地
区
の
雨
水
排
水
計
画

足
立　

志
津
子 

議
員

問　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青

少
年
健
全
育
成
と
次
の
世
代

を
担
う
指
導
者
の
育
成
の
仕

組
み
づ
く
り
、
ま
た
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
等
、
乳
幼
児

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
を
つ
く
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の

関
わ
り
は
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
は
青
少
年
の
健
全
な
育
成

に
も
つ
な
が
り
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

体
育
協
会
と
話
し
合
い
を
進

め
検
討
し
て
い
く
。

問　

保
護
者
の
要
望

を
ど
の
程
度
聞
き
入

れ
る
の
か
。

答　

保
護
者
の
希
望

を
聞
き
意
見
を
尊
重

し
て
決
め
て
い
る
。

支
援
学
校
と
支
援

学
級
の
住
み
分
け

問　

合
併
以
来
、
使
用
料
の

格
差
が
続
い
て
い
る
が
、
格

差
の
是
正
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

答　

市
民
負
担
が
均
一
で
な

い
状
況
は
合
併
以
来
最
大
の

課
題
と
し
て
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
利
用
者
に
よ
る
受

益
者
負
担
も
一
程
度
考
慮

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
市
民
の
意
見
を
伺
い
検

討
し
て
い
く
。

自
治
組
織
集
会
施
設

使
用
料
の
格
差
の
是
正

大井総合支所

見守りボランティア活動

大
井
総
合
支
所
の
充
実
を塚

越　

洋
一 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

小
高　

時
男 

議
員

ヘルシーで美味しい！協力店の元気・健康メニュー

答　

引
き
続
き
自
衛
隊
大
井

通
信
所
西
側
に
約
１
万
８
０

０
㎥
規
模
の
調
整
池
を
建
設

す
る
計
画
が
あ
る
。
ま
た
、

県
と
連
携
を
と
り
、
宅
地
内

に
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
を

進
め
て
い
く
。

問　

解
体
費
用
の
助
成
で
更

地
の
活
用
を
。

答　

費
用
対
効
果
な
ど
今
後

研
究
す
る
。

問　

宅
建
業
者
と
の
協
力
を

図
る
べ
き
で
は
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
を
設

置
。
連
絡
調
整
会
議
を
開
催

す
る
な
ど
連
携
を
強
め
る
。

問　

金
融
機
関
と
の
協
力
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

答　

空
き
家
解
体
ロ
ー
ン
の

創
設
、
利
活
用
の
た
め
の
特

別
融
資
な
ど
、
空
き
家
等
対

策
計
画
策
定
の
中
で
検
討
す

る
こ
と
を
位
置
付
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

狭
小
住
宅
の
空
き
家
対
策

※　 防災士：自助、共助、協働を原則に社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期待され、
そのための十分な意識と一定の知識、技能を修得したことを日本防災士機構が認証した人

台風の被害を受けた中丸地区

災害派遣トイレ



ふじみ野市議会だより第 48 号〔H30.2.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 48 号〔H30.2.1 発行〕 14

ふ
じ
み
野
市
議
会
だ
よ
り

第
4
8

号
 　

2
0
1
8

年
2

月
1

日
発

行

編
集

・
発

行
／

埼
玉

県
ふ

じ
み

野
市

議
会

〒
3
5
6
-8

5
0
1
 埼

玉
県

ふ
じ

み
野

市
福

岡
1
-1

-1

T
E
L
 0

4
9
-
2
6
2
-
9
0
4
6　

 F
A

X
 0

4
9
-
2
6
9
-
4
8
4
7（

議
会

事
務

局
）

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、

法律で禁止されております。ご理解をお願いします。

　平成 29 年 10 月の台風第 21 号は、

ふじみ野市にかつてないほどの浸水被

害をもたらしました。被災された市民

の皆様には心からお見舞い申し上げます。12 月定例会では今

号に掲載のとおり、台風第 21 号による浸水被害について集中

的な議論が行われました。安全・安心な生活を送れることが市

民の願いです。万全な対策をとることが何よりも求められます。

　今定例会では台風第 21 号関連の補正予算等のほか、西デイ

サービスセンターを廃止し、新たに介護予防センターを設置し

て高齢者の居場所づくりを推し進めていくことや、子育て支援

策として、国民健康保険税の均等割額を第３子以降減免する条

例改正などを議決しました。

　新年度に向け、高齢者や子育て世帯への支援策などがますま

す重要になってきます。これらの課題に議会としてしっかりと

取り組んでいきます。 （山田　敏夫）

編集後記

表紙の題字を書いてくれた人

葦原中３年  森高菜月さん

　私は、緑が多く、桜がきれいで、とても明るい

このまちがとても大好きです。これからもふじみ

野市が明るいまちであってほしいです。

議会広報常任委員会

 委 員 長 西　　和彦 副委員長 川畑　京子

 委　員 加藤　恵一 委　員 渡辺　　大

 委　員 鈴木啓太郎 委　員 山田　敏夫

 委　員 床井　紀範

Q

Q

Q

A

A

A

Q
A

お仕事の内容は。

焼却施設全体の運転管理をコンピューターやモ

ニターで制御し、焼却炉に異常がないか 24 時間

交代しながらチームで常に監視をしています。

この仕事を選んだきっかけは。

地元にできる新しい環境センターが求人募集し

ていたことや、２級ボイラー技士、クレーン運

転士などの国家資格にも興味がありました。

仕事上、特に気をつけていることは。

公害防止に、排ガスの基準値をかなり厳しく守っ

ています。

この仕事のアピールをどうぞ。

3K というイメージがあるかもしれませんが、

交代勤務で実際はとてもきれいな施設の中で働

いています。クレーンの操縦も楽しいですよ。

環境センターをはじめ、中央制御室の中も見

学できるのでぜひ見に来てください。

表紙：働く人シリーズに寄せて
編集委員が

インタビュー！ 環境センターの職員環境センターの職員さんに伺いましたさんに伺いました

市役所 4 階議場で開催します

12 月定例会の傍聴者は 79 人でした。

議会だよりは、ふじみ野市のホーム

ページからも閲覧できます。

市議会の会議録も見られます。

政務活動費も公開しています。

傍聴をお待ちしています

次の定例会の
開  会  予  定：3月 1日 午前9：30～

請願締切予定：2 月19 日 午前10：00

ふじみ野市在住の岡島さん

ふじみ野市議会

議会基本条例に関する

意見交換会を開催します

 日 時  ２月25日（日）　午前の部＝午前10時～正午
　　　　　　　　　　　 午後の部＝午後２時～４時

 場 所  市役所　本庁舎５階　全員協議会室

 関連記事　５ページ


